






































(3）弘賛法華伝 1－唐伯済国釈慧顕 2－庸新羅沙弥 1－釈縁光










































(10）新術科分 1－陳玄光 2－惰沙門波若 3－唐慈蔵
1－禅師般若
1－高麗智晃
六学僧伝 14－唐義湘 5－唐地蔵 6－晋霊照 7－普道育 I2－高麗笑法師
8－附法フ 9－周会隠 10－周門測 11－唐円光13・新経光法問i
12-1者帝示階者 13－唐慧顕 14－唐元暁 I 4－高麗印公





























子1毎 I山．然莫祖l法教始末縁由西i且東礎年世帝代。 放具録~Ji条。 泣僧向~｝＼.啓所未llfl事。叙略云（以下
略），（大正50、485中）として王高徳が当時の高句麗仏教界の抱く疑問を質疑するために派遣した僧の名は不明
であるが、『海東高｛首伝』義淵｛云（大正5口、 1016中）で某僧が義淵と記されている．
2 r統高｛世伝』の智越伝中にr台山又有沙門波若者。俗姓高句麗人也．陳世帰国． 在金陵聴講．｜ 深解義
味．閲豊併陳。遊方学業．十六入天台北而智者求綬締法（以下略）』（大正50、570下 5ー71上）として長文に
わたり伝が記載されてい．









































だけでも『宗鋭録』10、 『林間録』11、『指月録』12、 『高僧摘要』13、 『釈氏蒙
求 』14等を挙げることが出来 るが、 それ等に関しての詳細は次の機会に述べる
こととして、 本稿では前章の権相老師が挙げた史料を中心に述べてみたい。
(1）『続高僧伝』の場合







きて、 『続高僧伝』に於ける筆者が考える問題と しては、 先ずは『統高僧伝』
に対 して常盤大定が『統高僧伝』が史料として用いた別伝 行状 碑文の類を
列挙 しているとされるが18、しかしそれは全体からすれば僅かなものであり、
10延寿（904-75）の『宗鏡録』には元暁と義湘（相）の伝が見られる（大正錦、 477上中）．









16 r 高僧伝a法度伝lこI~ ＇度有弟子｛首郎IJ o 縦鍾先師復綱山寺．朗本選東人（以下略）』（大正50、 380下）とある
ことから高句鹿国i立東城の出身と考えられる． 但し、 筆者とすればこの僧印］が吉蔵（549623）の三諭学大成に
教理的線拠を勾えた様山大師僧朗とするのに確信がない．
17 r高i首伝，｛量始伝て・Ii＇釈曇始．関中人． 自出家以後多有典迩。晋孝武大元之末0 ~置経律数十部往遼
東宣化。顕授三乗．立以帰成。議高句履｜首Ji草之始也（以下略）』（大正50、392中下）として高句麗に始めて
仏教を伝えたのが曇始であるとする。尚、蛇足ではあるがこれに着服した論縞として木村宜（1980）曇始と高句箆
仏教、 r仏教学セミナー 』3号がある。 参照されたい．
18 ＇仏典解題事典」（春秩社、 第二版1977年、196項）。































1 532年 556年 630年 続高i首伝貞観四年没説

























































































































































緯国仏教学SEMINAR 9 89 
公31、17－霊容伝中の印公32、18－慧顕33以上は『続高僧伝』て、あり、その他の1-
玄光、 4－義湘、 5－地蔵、 6－澄観伝中の『j毎東起信論iYE』、7－霊照、13－道育、





























































韓国仏教学SEMINAR 9 91 
はない代わりに道人（発正）の伝43が録されているところが異なっているところで
ある。
「イム祖統紀」は宏、盤が中国天台宗の立場から正史の体裁に倣って仏伝、印
度中国の高僧の伝記、天台宗流伝の次第を編纂したもので、朝鮮僧の記載は
僅か9名を数えるのみで、慧思の許で法華三昧を証した玄光と智頭の門にい
た般若（波若）に関しては伝があるものの、 左渓玄明の法脈を法融 理応純
英等が伝えたとされる左渓芳出家の三人の詳細がわからず新羅時代の天台宗
流伝自体が不明となっている。しかし 呉越中殻王の求めに応じ天台の典絡
を中土にもたらした諦観と、 高麗時代に入宋求法し帰国後天台学を復興さ
せ、 一宗として国家的承認を得せしめた義天に関しては各条項の他にも言及
がみられている44。これは諦観は典籍を もたらした功績により、また義天は朝
鮮天台の復興の功績もさることながらr王氏高麗国文宗仁孝王第四氏」という
出自も中国人の興味を引き、 『仏祖統紀』ばかりではなく諸伝に引かれたもの
と考えられる。
『景徳、伝灯録』は道原が過去七仏、天竺十五祖を始めとして以後の禅宗五
家五十二世にEる1700名程の伝灯流系を整理したものである。 その中でr無機
縁語句不録』として名のみ挙げられるものが概略950名程もいる。朝鮮僧は41
名も挙げられているが、実際に語句まで記録されているものは13名程で全体の
割合からすると収録は僅かにすぎない。また『景徳伝灯録』に続く円極居頂の
『続伝灯録』Iir景徳伝灯録」を上回る僧名と語句を記録しているが、朝鮮僧は
ただ坦然一人が挙げられているだけである。恐ら くは禅学という特殊な受学形
態によるものと思われるが、例えば『景徳伝灯令官事』での中国僧に比べての朝鮮
僧の集録語句の短さ と、また語句はないものの大証禅師法嗣二人として文聖
大王 態安大王、洪直禅師法嗣二人として輿徳大王 宣康太として諸王の
名が挙げられている45ことを勘案すれば、史料編纂者の朝鮮僧の重用度と関
42 r法華経伝記』（大正51、61下）．
43発正の伝は牧田諦亮’六車fl古逸観世音応験記の研究』（平楽書店、 1970年）で紹介するr観世音応験記」に
みられ、牧田氏が指摘するように語句の相違は多くみられるが同内容であるo r法華伝記」がr観世音応験記』
を参照したものであろう。
制概観するだけでも諦観に関しては本伝（’仏祖統紀」大正49、206上中）以外に189下 1ー90上、 201下にみられ、
義天は本伝（223中下）以外225F、294上にも詳細な言及がみられている．
92 中国的伝~llに於ける若干の問題点について
心の向きを察することができまいか。
上記以外に権相老師が朝鮮僧をヲ｜〈史料として『釈門白鏡録』 『三宝感応
要略録』 r神僧伝』を挙げているが、 筆者が指摘するところは上記の史料と同
じような問題である。
四、結びにかえて、中国史料を用いる際に思うこと
以上、朝鮮仏教史研究の指針となる権相老師の研究と、そして師が指摘
する朝鮮僧を引く若干の中国僧伝類をみてみた。ここで筆者が権相老師の研
究を補足したが、師が見落としたように筆者自身も見落としが多々あるもの
と思う。先行研究はあくまでも参照するだけに止めるべきである。改めて金知
見先生のお言葉の意味を確認するものである。
さて中国僧伝類であるが、多くの僧伝類が『続高僧伝』、 及び『宋高僧伝』
を典拠としていること。そして、例えば天台宗や禅宗等の僧伝がそれぞれの立
場から上記史料を参照しているが、その目的のために後代の僧伝ほど記述が
簡略化するという傾向が指摘できる。また典拠となる『続高僧伝』、及び『宋高
僧伝』自体も朝鮮僧に関しては先行史料が少ないために、 朝鮮からの求法僧
から伝え聞くか、または他の記憶を頼りに記すしかなかったために不安の残る
記述も少なくない。ここで思うことはあたりまえのことではあるが、 中国僧伝
類はあくまでも二次史料とし、更にそれを補うために中国諸師の章疏類を整
理しそれを朝鮮仏教史研究に用いるということである。日本では奈良時代か
ら江戸時代まで多くの日本諸師の章疏類に朝鮮僧の著述の引用が多くみられ
ていることは周知のことであるが、中国諸師の章疏にも朝鮮僧の著述の引用
と共に朝鮮への言及が多々みられている。勿論、それ等個々の章疏に関する
研究、例えば華厳学 唯識学を中心とする研究は既に行われているところで
あるが、それ等を総合的に朝鮮仏教史研究に反映させる研究は未だ途上のよ
うである。それ等を整理しての研究を今後の課題とし、金知見先生のお言葉
を胸に、 後日一つ一つ務理して行きたいと思っている。
45 r景徳伝灯録』（大正51.282上）．
